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西
ド
イ
ツ
民
訴
法
九
一

　
訴
訟
終
了
宣
言
に
っ

条
a

い
て

の
両
当
事
者
に

　
　
　
　
　
坂
　
　
原

よ
る

正
　
　
夫

　
　
　
一
　
は
じ
め
に

　
　
　
二
問
題
の
所
在

　
　
　
三
　
法
的
性
質
及
び
法
的
効
果
に
つ
い
て

　
　
　
四
　
要
件
に
つ
い
て

　
　
　
五
お
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
一
　
は
じ
め
に

西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
ノ
一
（
以
下
で
は
Z
P
O
九
一
条
a
と
表
記
す
る
）
は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

吻
〇
一
”
N
℃
O

浮
げ
窪
α
一
。
評
碁
｝
8
画
窪
切
。
。
募
鋒
。
一
二
旨
量
浮
后
欝
。
冨
旨
『
。
ユ
。
畠
蔓
。
珪
鐘
ふ
。
。
昌
§
琶
α
。
＆
器
o
＆
。
罧
熔
冨
賊
島
¢
函
8
一
窪

　
　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
爾
当
事
着
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
九
　
　
（
一
八
〇
三
）



　
　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
爾
当
事
巻
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
〇
　
　
（
一
八
〇
四
）

鶴
暮
R
ヒo
o
議
鼻
臨
o
拝
蒔
彦
碗
α
o
ω
試
の
冨
ユ
騎
8
ω
碧
亨
嘗
鼠
望
話
算
o
富
昌
傷
窃
塁
畠
岳
一
嵩
鳴
5
国
『
日
霧
の
g
●
b
一
〇
国
暮
零
幕
一
含
ロ
o
q
o
茜
o
窪
魯
『
畠

切
O
O
O
『
鋸
一
縄
起
D
．

　
O
譜
g
島
o
国
暮
の
9
0
一
倉
封
詠
巳
g
8
3
三
〇
q
o
切
＄
畠
署
①
『
象
暮
舞
叶
・
＜
o
『
α
R
国
昌
窃
畠
o
箆
目
槻
暮
R
島
o
ω
窃
畠
看
o
a
o
一
警
岱
o
『
O
o
磐
巽

N
信
ぴ
α
『
O
β
・

　
爾
当
事
者
が
本
案
の
訴
訟
が
終
了
し
た
旨
宣
言
し
た
と
ぎ
は
、
裁
判
所
は
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
従
前
の
事
実
状
態
及
び
紛
争
状
態
を
顧
慮
し
つ
つ
公
平
な
裁

量
に
よ
つ
て
裁
醤
す
る
。
こ
の
裁
判
は
決
定
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
マ

　
此
の
裁
判
に
対
し
て
は
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
抗
告
に
つ
い
て
裁
判
す
る
に
あ
た
り
、
相
手
方
を
審
訊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
稿
は
こ
の
規
定
に
つ
い
て
西
ド
イ
ッ
に
お
い
て
主
と
し
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
諸
説
を
検
討
す
る
こ

と
に
ょ
つ
て
こ
の
規
定
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。
な
お
論
述
に
先
だ
つ
て
、
三
つ
の
点
に
つ
い
て
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た

い
。

　
第
一
の
点
は
、
本
稿
は
い
わ
ゆ
る
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
（
9
。
警
。
憲
参
曽
言
幕
盆
①
専
藍
碍
茸
9
q
。
。
R
匹
警
琶
響
9
。
冨
§
§
三
鴨

導
一
a
蒔
毒
膓
。
『
置
母
琶
鵬
）
を
テ
！
マ
と
す
る
の
で
あ
り
、
一
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
（
9
。
恵
霧
o
憲
鴨
国
槻
一
亀
蒔
9
鴨
霞
箆
驚
巨
筑
）
に
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

い
て
は
除
い
て
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
Z
P
O
九
一
条
a
は
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
、
当
事
者
間
で
訴
訟
の
終
了
に
関
し
て
争

い
が
生
じ
た
場
合
（
例
え
ぽ
、
原
告
は
訴
訟
の
終
了
事
由
発
生
時
点
ま
で
訴
は
適
法
で
あ
り
理
由
を
具
備
し
て
い
た
と
い
い
、
被
告
は
当
初
か
ら
理
由
の
な
い

訴
で
あ
る
と
主
張
す
る
場
合
）
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
く
、
こ
れ
を
論
ず
る
の
が
後
者
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
間
題
と
も
一
貫
し
て
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

べ
き
な
の
か
、
そ
も
そ
も
両
者
は
異
質
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
は
議
論
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
二
つ
の
間
題

は
区
別
で
き
る
の
で
あ
り
、
一
般
に
も
こ
の
区
別
を
前
提
に
し
て
問
題
の
解
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
の
点
は
本
稿
は
爾
当
事
者
に
よ
る
終
了
宣
言
の
全
て
の
問
題
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、
法
的
性
質
論
を
扱
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即



ち
、
終
了
宣
言
は
訴
訟
の
い
つ
の
時
点
か
ら
い
つ
の
時
点
ま
で
の
間
に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
つ
た
問
題
も
論
ず
べ
き
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
る
が
、
一
方
的
（
一
当
事
者
に
よ
る
）
終
了
宣
言
の
場
合
と
を
含
め
て
独
立
の
テ
ー
マ
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
本
稿
で
は
こ
の

点
の
論
述
は
省
略
し
た
。
本
稿
で
テ
ー
マ
を
法
的
性
質
論
に
限
定
し
た
の
は
、
そ
れ
が
全
て
の
問
題
の
出
発
点
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
第
三
の
点
は
、
こ
の
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
の
実
益
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
歴
史
的
な
流
れ
及
び
比
較
法
的
な
位
置
づ
け
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
、
私
は
『
西
ド
イ
ッ
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
の
生
成
に
つ
い
て
』
と
い
う
論
文
で
既
濫
明
ら
か
に
七
て
い
る
。
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

お
い
て
議
論
の
実
益
に
つ
い
て
も
、
ま
た
従
来
の
日
本
で
の
こ
の
制
度
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
ま
た
こ
の
制
度
に
関
す
る
訳
語
に
つ
い
て
も
述
べ

た
の
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
な
お
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
つ
て
利
用
し
た
日
本
語
の
文
献
は
次
の
論
文
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
語
の
文
献
は
利
用
し
た
ご
と
に
注
で
明
記
し
た

が
、
そ
の
場
合
の
文
献
は
代
表
的
な
も
の
に
留
め
た
。

　
　
　
松
本
博
之
「
本
案
終
了
の
表
示
（
卑
一
a
凝
巨
鴨
R
ざ
驚
含
鴫
一
昌
“
R
国
”
琶
富
器
冨
）
に
つ
い
て
』
法
学
雑
誌
一
九
巻
二
号
（
一
九
七
二
年
）
九
二
頁
以
下

　
　
　
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ュ
ケ
（
石
川
明
訳
と
本
案
の
終
結
宣
言
に
つ
い
て
」
法
学
研
究
四
九
巻
二
号
（
一
九
七
五
年
）
一
頁
以
下
（
暮
冨
＆
畦
同
ユ
匹
粛
信
凋
ら
R

　
　
国
凶
信
℃
房
即
o
『
9
男
0
2
の
o
げ
ユ
蹄
楠
魯
『
男
ユ
o
島
ユ
o
ざ
≦
o
ぴ
o
『
蕊
偉
窮
¶
O
。
O
o
ぴ
信
旨
舞
”
碗
一
§
鴨
ω
．
ω
器
蹄
V

（
1
）
中
田
淳
一
『
独
逸
民
訴
法
護
現
代
外
国
法
典
叢
書
（
1
0
）
（
一
九
五
五
年
）
六
六
二
頁
は
『
当
事
者
ガ
訴
訟
ノ
本
案
昌
於
ケ
ル
終
了
ヲ
宣
言
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
裁
判
所
ハ
訴

　
訟
費
用
謁
付
従
前
ノ
訴
訟
状
態
ヲ
掛
酌
シ
公
平
ナ
ル
裁
量
昌
従
ヒ
裁
判
ス
。
此
ノ
裁
綱
ハ
決
定
ヲ
以
テ
之
ヲ
為
ス
。
此
ノ
裁
判
昌
附
シ
テ
ハ
即
時
抗
告
ヲ
申
立
ツ
ル
瓢
ト
ヲ
得
。
抗

　
告
二
関
ス
ル
裁
判
前
ユ
、
相
手
方
ヲ
審
訊
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
』
と
い
う
訳
で
あ
る
。

　
松
浦
馨
「
訴
訟
完
結
の
宣
言
に
よ
る
訴
訟
の
終
了
』
ド
イ
ツ
判
例
百
選
（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
ニ
ニ
号
醜
一
九
六
九
年
）
一
五
二
頁
は
『
爾
当
事
者
が
訴
訟
が
本
案
（
こ
こ
で
本
案

　
と
は
訴
訟
費
用
に
対
す
る
意
味
で
も
ち
い
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
完
結
し
た
旨
を
宣
言
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
訴
訟
費
用
に
つ
き
従
前
の
訴
訟
状
態
を
参
酌
し
て
公
正
な

　
裁
量
に
し
た
が
つ
て
裁
判
す
る
。
こ
の
裁
判
は
決
定
に
よ
る
。
』
で
あ
る
。

　
　
松
本
博
之
『
本
案
終
了
の
表
示
に
つ
い
て
』
後
掲
書
九
二
頁
は
「
当
事
者
双
方
が
本
案
の
訴
訟
が
終
了
し
た
旨
表
示
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
そ
の
時
点
ま
で
の
事
実
状
態
お
よ

　
び
争
訟
．
状
態
を
参
酌
し
て
公
平
の
裁
量
に
従
つ
て
費
用
の
裁
判
を
行
な
う
。
こ
の
裁
判
は
決
定
に
よ
る
。
』
で
あ
る
。

　
　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
一
　
　
（
一
八
〇
五
）



　
　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
二
　
　
（
一
八
〇
六
）

　
石
川
後
掲
リ
ュ
ケ
論
文
の
翻
訳
一
六
頁
は
『
当
事
者
が
本
案
の
終
結
宣
言
を
な
し
た
と
ぎ
は
、
裁
判
所
は
従
来
の
事
曳
状
態
及
び
紛
争
状
態
を
顧
慮
し
て
相
当
な
裁
量
に
よ
り
訴

訟
費
用
の
裁
判
を
な
す
。
裁
判
は
決
定
に
よ
り
な
さ
れ
る
。
右
裁
判
に
対
し
て
は
即
時
抗
告
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
抗
告
に
対
す
る
裁
判
を
な
す
に
あ
た
り
相
手
方
を
審
訊

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
で
あ
る
。

（
2
）
後
掲
石
川
訳
で
は
双
方
的
終
結
宣
言
と
一
方
的
終
結
宣
言
と
訳
し
、
後
掲
松
本
論
文
で
は
双
方
的
本
案
終
了
の
表
示
と
一
方
的
本
案
終
了
の
表
示
と
訳
す
。
な
お
被
告
に
ょ
る

　
一
方
的
終
了
宣
言
は
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
争
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
認
め
る
と
す
る
説
（
ω
9
ミ
勉
ダ
U
ざ
9
霧
9
稗
骨
o
国
二
亀
蒔
鶴
謬
曝
輿
症
晋
揖
ロ
磯
N
N
唱
謡
弘
2
・。

勾80呂

o
眞
あ
畠
毒
餌
ダ
N
眉
幻
罠
ン
鐸
艶
留
器
目
oo
（
ω
6
馨
）
噛
9
や
℃
置
o
q
R
・
9
0
国
ユ
o
島
騎
躍
昌
騎
島
霧
男
g
辟
器
賃
o
一
誌
置
島
R
国
聾
躍
箕
鋸
畠
o
騨
一
虜
噂
ρ
8

は
少
数
説
で
あ
る
。

（
3
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
当
事
者
に
よ
る
終
了
宣
言
に
つ
い
て
研
究
す
る
時
に
考
え
る
つ
も
り
で
あ
る
。

（4

）
法
学
研
究
四
九
巻
（
一
九
七
五
年
）
二
号
一
八
頁
以
下
、
三
号
六
一
頁
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
た
。

（
5
）
　
前
記
拙
稿
二
号
一
二
頁
以
下
、
三
号
一
一
〇
頁
以
下
。

（
6
）
前
記
拙
稿
二
号
二
六
頁
注
3
、
二
号
二
七
頁
注
6
、
二
号
二
九
頁
注
U
参
照
。

（
7
）
　
前
記
拙
稿
二
号
二
六
頁
注
2
参
照
。

（
8
）
　
日
本
語
の
従
来
の
文
献
に
つ
い
て
は
前
記
拙
稿
二
号
二
六
頁
注
3
に
掲
げ
て
あ
る
。
こ
れ
以
後
今
日
ま
で
、
こ
の
制
度
に
冒
及
し
た
文
献
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
中
野
“
松
浦
”
鈴
木
編
『
民
事
訴
訟
法
講
義
」
（
一
九
七
六
年
）
三
四
八
頁
注
1
。

　
　
石
川
明
「
債
権
執
行
に
お
け
る
第
三
債
務
者
の
陳
述
義
務
に
つ
い
て
』
法
曹
時
報
二
八
巻
八
号
（
一
九
七
六
年
）
一
頁
以
下
、
そ
の
二
Q
頁
以
下
o

二
　
問
題
の
所
在

　
訴
訟
の
両
当
事
者
が
訴
訟
の
終
了
を
宣
言
し
た
場
合
、
そ
の
訴
訟
は
一
体
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
訴
訟
は
終
了
し
た
と
し
た
場
合
、
再
訴
の

可
能
性
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
問
題
が
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
を
論
ず
る
場
合
特
に
答
え
ら
れ
ね
ば
た
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

い
問
題
で
あ
り
、
法
的
性
質
論
に
よ
つ
て
答
え
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
直
接
規
定
し
た
条

文
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
つ
と
も
前
者
即
ち
両
当
事
者
が
終
了
宣
言
し
た
場
合
の
訴
訟
の
運
命
に
つ
い
て
の
問
題
は
訴
訟
は
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

了
す
る
と
条
文
を
読
む
こ
と
で
は
学
説
に
異
論
を
み
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
訴
訟
は
終
了
す
る
（
訴
訟
終
了
効
を
有
す
る
）
と
い
う
点
で
は
異

論
を
み
な
い
の
に
対
し
て
、
後
者
即
ち
再
訴
の
問
題
で
は
結
論
を
異
に
し
、
し
か
も
そ
れ
と
関
連
し
て
訴
訟
の
終
了
に
関
し
て
の
説
明
の
仕
方
即



ち
、
な
に
故
に
終
了
す
る
の
か
と
い
つ
た
こ
と
に
ρ
い
て
（
法
的
性
質
論
）
は
全
く
意
見
を
異
に
す
る
と
い
う
状
況
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

る
。
要
す
る
に
Z
P
O
九
一
条
a
の
文
言
そ
れ
自
体
か
ら
は
間
題
の
解
決
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
こ
の
二
つ
の
間
題
に
つ
い
て
西

ド
イ
ッ
の
議
論
を
紹
介
し
な
が
ら
、
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
を
考
え
て
み
ょ
う
。

　
詳
し
い
論
述
に
先
立
つ
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
概
要
と
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
概
要
を
知
る
た
め
に
、
ロ
ー
ゼ
ン
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珍
）

ル
ク
“
シ
晶
ワ
ー
プ
の
一
二
版
（
一
九
七
七
年
）
の
記
述
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
な
お
傍
点
及
び
ゴ
チ
は
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
注
は
全

て
省
略
し
た
。

両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言

一
九
七
一
年
に
お
い
て
全
蜜
件
の
約
一
パ
：
セ
ソ
ト
が
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
で
終
了
し
た
。

儒
　
法
的
性
質
　
九
一
条
a
に
よ
れ
ば
両
当
事
者
が
訴
訟
の
終
了
を
宣
言
し
た
場
合
に
は
本
案
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
裁
判
は
な
く
な
る
。
裁
判
所
は
こ
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

合
は
単
に
手
続
の
費
用
に
つ
い
て
の
み
従
前
の
事
実
状
態
及
ぴ
紛
争
状
態
を
顧
慮
し
て
裁
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
爾
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
書
は
そ

ヤ
　
　
ち
　
　
む
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

れ
故
に
、
そ
れ
自
体
訴
訟
終
了
効
を
有
す
る
。
上
訴
に
お
い
て
終
了
が
宣
言
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
以
前
の
判
決
は
失
効
す
る
。

　
爾
当
事
者
に
ょ
る
宣
言
が
い
か
な
る
法
的
性
質
を
有
す
る
か
は
文
献
に
お
い
て
争
わ
れ
て
い
る
。
ハ
ー
プ
シ
ャ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
つ
て
雨
当
事
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ

が
訴
訟
物
を
処
分
し
裁
判
所
の
裁
判
権
限
か
ら
訴
訟
物
を
引
き
上
げ
る
と
い
う
一
つ
の
訴
訟
上
の
合
意
が
存
在
す
る
と
い
う
。
他
の
人
々
は
、
当
事
者
の
終
了

　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
セ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
も
　
　
　
し

宣
言
は
訴
訟
上
の
意
思
の
合
致
（
箕
o
器
器
舞
ざ
禦
鷺
震
器
鼠
鐵
8
詩
一
鐘
茸
瞬
魯
）
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
原
告
の
終
了
宣
言
は
訴
の
放

ヤ棄
（
逐
濃
の
冷
旨
答
算
）
で
あ
り
、
被
告
の
宣
言
は
棄
却
判
決
を
求
め
る
こ
と
の
放
棄
で
あ
る
と
い
う
見
解
や
、
あ
る
い
は
、
終
了
宣
言
は
そ
れ
に
つ
い
て
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

告
の
同
意
と
結
び
つ
い
た
特
権
的
訴
の
取
下
（
℃
ユ
並
畠
§
9
遷
鵡
霞
締
言
鋤
ゴ
ヨ
φ
）
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
同
意
す
べ
き
見
解
は
、
そ
れ
に
よ
つ
て
請
求
の
訴
訟
係
属
を
終
了
さ
せ
る
訴
訟
上
の
合
意
を
終
了
宜
言
の
中
に
み
る
見
解
で
あ
る
。
意
思
の
合
致
淋
存
す
る
と

す
る
見
解
は
訴
訟
終
了
効
（
象
o
冒
o
器
浮
需
区
窪
分
名
一
島
き
鱒
）
を
十
分
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
訴
訟
係
属
は
単
に
裁
判
所
の
裁
判
に
よ
る
か
あ
る
い

は
当
事
者
に
よ
る
与
効
的
行
為
（
望
＆
築
虞
凝
終
彗
＆
巨
瞬
9
）
に
よ
つ
て
の
み
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
意
思
の
合
致
は
訴
訟
の
終
了
を
考
慮
し

た
与
効
的
行
為
を
決
し
て
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
三
〇
六
条
の
意
味
で
の
放
棄
も
原
告
の
宣
言
に
お
い
て
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
放
棄
判
決
が
下
さ
れ
な

　
　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
事
巻
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
三
　
　
（
一
八
〇
七
）



　
　
西
ド
イ
ツ
民
訴
法
九
一
条
a
の
爾
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
四
　
　
（
一
八
O
八
）

い
か
ら
で
あ
る
。
特
権
的
な
訴
取
下
を
認
め
る
こ
と
に
対
し
て
も
（
同
様
に
一
種
の
修
正
さ
れ
た
放
棄
に
対
し
て
も
）
、
法
（
島
器
O
陽
o
訂
）
鳳
か
か
る
タ
イ
ブ
の
訴

訟
行
為
を
知
ら
な
い
。
そ
こ
で
訴
訟
上
の
合
意
を
認
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
満
足
な
解
決
が
碍
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
訴
訟
上
の
合
意
を
認
め
る
こ
と
は
、
裁
判
所
は
終
了
事
由
の
存
在
を
調
べ
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
勿
論
、
当
事
者
が
誤
つ
て
訴
訟

の
終
了
を
し
た
場
合
は
行
為
基
礎
（
欝
。
。
畠
既
緩
鵯
巨
象
品
o
）
の
欠
落
を
主
張
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
状
回
復
事
由
（
男
窃
簿
韓
一
呂
甲

讐
茸
“
）
が
存
在
し
な
い
場
合
は
取
消
は
許
さ
れ
な
い
。

二
　
要
式
　
両
当
事
者
に
よ
つ
て
終
了
宣
言
は
口
頭
弁
論
に
お
い
て
裁
判
所
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
両
当
事
者
が
終
了
に

つ
い
て
明
示
的
に
宣
言
す
る
必
要
は
な
い
。
一
方
が
終
了
を
宣
言
し
他
方
が
争
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
十
分
で
あ
る
。
両
当
事
者
が
も
は
や
単
に
訴
訟
費
用

に
つ
い
て
の
裁
判
の
申
立
を
し
た
時
に
も
、
そ
こ
に
一
致
し
た
終
了
宣
言
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
訴
訟
費
用
の
裁
判
裁
判
所
は
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
公
平
な
裁
量
に
よ
り
裁
判
す
る
。
裁
判
に
対
し
て
は
費
用
法
の
一
般
原
則
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
従

前
の
事
実
状
態
及
び
紛
争
状
態
は
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
は
口
頭
弁
論
に
基
づ
ぎ
決
定
で
お
こ
な
う
。

四
　
本
案
に
つ
い
て
新
た
な
訴
ほ
？
　
両
当
事
者
の
終
了
宣
雷
は
訴
訟
上
の
合
意
で
あ
る
か
ら
（
前
述
一
を
み
ょ
）
、
新
た
な
訴
は
訴
訟
上
の
和
解
の
締
結
と
同

様
に
、
権
利
保
護
の
必
要
性
（
国
9
拝
器
3
5
昌
亀
驚
囲
艮
器
）
を
欠
き
許
さ
れ
な
い
。

（
9
）
　
ハ
ー
プ
シ
ャ
イ
ト
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
に
借
げ
ω
畠
①
す
U
ぎ
濁
9
犀
聲
讐
畦
山
巽
国
ユ
o
急
讐
韓
ぴ
R
ユ
霧
国
”
信
讐
紹
畠
①
噛
句
窃
富
o
ぽ
ユ
h
け
塗
吋
ピ
o
韓
り
一
田
S

　ω

●
一
紐
嚇
島
o
窃
‘
U
窪
磯
o
磯
o
昌
箋
麟
辞
茜
o
ω
冨
昌
畠
岱
R
ピ
o
げ
誘
く
o
昌
儀
o
殊
国
二
①
象
槻
β
昌
◎
q
畠
霧
国
g
耳
¢
¢
訂
o
鷺
置
O
R
鵠
”
蔭
讐
¢
”
o
サ
o
、
｝
N
一
罷
り
oo
一
㎝
認
・

（
m
）
憎
o
窪
ρ
N
畦
掃
o
窪
嵩
9
窪
頃
＆
窪
ε
昌
o
q
島
R
国
二
〇
島
騎
ロ
昌
鴨
o
爵
一
麟
暑
ロ
㎎
鍔
9
ユ
o
昇
8
冨
5
§
〈
一
一
累
o
器
響
o
畠
“
問
窃
富
3
ユ
津
旨
り
鼠
暫
ユ
山
騨
5
の
、

　
窪
．
一
一
噂
一
罷
り
ψ
窃
一
は
『
本
案
に
つ
い
て
の
宣
言
の
効
果
に
つ
い
て
法
律
は
何
も
語
つ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
九
一
条
a
が
こ
の
場
合
に
発
せ
ら
れ
る
べ
ぎ
訴
訟
費
用
の
裁
判

　
に
つ
い
て
詳
し
く
規
定
し
て
い
る
と
い
う
状
況
は
問
題
は
意
味
の
あ
る
沈
黙
で
あ
り
、
沈
黙
の
中
に
、
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
の
み
裁
判
さ
れ
る
べ
き
で
あ
つ
て
本
案
に
お
い
て
は
も

　
は
や
何
も
お
こ
な
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
、
特
に
裁
判
は
な
さ
れ
な
い
と
い
う
法
律
の
考
え
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
・
い
ず
れ
に
し
て
も
、
終
了

　
宣
書
に
よ
つ
て
裁
判
は
も
は
や
な
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
法
律
の
沈
黙
を
評
価
す
る
と
い
う
必
ず
し
も
全
く
確
実
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
逃
げ
道
は
必
要
は
な
い
』
と

　
述
べ
て
い
る
。
同
様
に
ω
畠
酵
闘
o
象
唱
畠
ぎ
ぽ
o
噛
N
℃
ぎ
O
》
属
欝
旨
β
鷺
＝
（
ψ
o
o
一
〇〇
）
も
九
一
条
a
は
単
に
訴
訟
費
用
へ
の
効
果
（
島
①
＞
萄
毛
岸
犀
β
5
0
電
雪
）
の
み
を

　
規
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
↓
o
ヨ
B
ぢ
蓉
U
巽
国
ぎ
智
器
畠
弓
国
二
＆
蒔
奪
鵯
R
軍
驚
唱
昌
槻
”
昌
＆
o
幻
o
畠
＄
湿
ロ
o
q
凝
竃
鮮
一
§
層
9
器
・

　
（
問
冨
良
盆
詳
）
oo
・
紹
は
『
純
客
観
的
に
み
る
な
ら
ば
九
一
条
a
は
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
の
本
案
の
訴
訟
係
属
終
了
に
何
事
も
語
つ
て
い
な
い
。
勿
論
、
両
当

　
事
者
に
よ
る
終
了
宣
蓄
は
本
案
の
訴
訟
係
属
の
終
了
を
招
来
す
る
と
い
う
こ
と
は
既
に
こ
の
法
律
に
よ
る
規
定
以
前
長
い
間
、
学
説
と
判
例
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ



る
』
と
述
ぺ
て
い
る
。

（
U
）
従
つ
て
Z
P
O
九
一
条
a
の
規
定
の
な
い
日
本
で
は
即
座
に
こ
こ
で
の
議
論
は
実
益
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。

（
1
2
）
国
o
器
暮
①
農
・
ω
9
ξ
即
ダ
N
℃
勾
り
属
諺
鍔
罫
一
鰐
S
雀
器
昌
（
9
q
鍵
鴇
）
●

三
　
法
的
性
質
及
び
法
的
効
果
に
つ
い
て

　
こ
こ
で
の
主
た
る
間
題
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
は
な
に
故
に
訴
訟
終
了
効
を
有
す
る
の
か
と
い
つ
た
問
題

と
、
終
了
し
た
訴
訟
の
再
訴
は
許
さ
れ
る
の
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
前
述
の
・
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
“
シ
ュ
ワ
！
プ
の
解
答
は
簡
単
で
あ
る
。
爾
当

事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
は
い
わ
ゆ
る
訴
訟
上
の
合
意
で
あ
り
、
そ
れ
に
ょ
り
終
了
効
が
発
生
す
る
の
で
あ
り
、
従
つ
て
、
再
訴
は
訴
の
利
益

を
欠
い
て
許
さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
冒
！
ゼ
ン
ベ
ル
ク
“
シ
ュ
ワ
！
プ
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
考
え

は
数
多
く
主
張
さ
れ
て
い
る
見
解
の
中
の
一
つ
の
見
解
に
す
ぎ
な
い
。
即
ち
、
意
思
の
合
致
説
、
訴
の
放
棄
説
、
特
権
的
訴
の
取
下
説
等
の
存
在

を
右
の
叙
述
の
中
か
ら
は
容
易
に
知
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
各
説
の
主
張
を
朋
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判

点
を
整
理
し
、
こ
の
聞
題
に
対
す
る
解
決
の
努
力
を
た
ど
つ
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
こ
に
我
々
が
学
ぶ
べ
き
も
の
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

1
　
今
日
の
学
説
の
対
立
状
況
以
前
に
つ
い
て
　
こ
こ
で
は
民
訴
法
典
成
立
以
後
Z
P
O
九
一
条
a
成
立
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ

（
B
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鱗
）

う
。
問
題
は
原
告
の
責
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
事
由
に
よ
つ
て
訴
訟
の
終
了
が
生
じ
た
場
合
（
例
え
ば
被
告
の
弁
済
、
法
の
改
正
等
）
に
訴
の
取
下
に

よ
ら
ず
し
て
（
Z
P
O
二
六
九
（
従
前
二
七
一
）
条
三
項
に
よ
れ
ば
訴
の
取
下
の
場
合
は
原
告
が
訴
訟
費
用
を
負
担
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
）
、
原
告
は
い
か
に

し
て
訴
訟
を
終
了
さ
せ
る
か
（
い
か
に
し
て
全
面
的
な
訴
訟
費
用
負
担
を
原
告
は
回
避
す
ぺ
き
か
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
略
述
は
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

に
前
記
拙
稿
で
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
利
用
し
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
囲
条
a
の
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
冒
に
つ
い
て

三
四
五
　
　
（
一
八
〇
九
）



　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宜
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
六
　
　
（
一
八
一
〇
）

　
法
典
成
立
直
後
に
問
題
と
な
つ
た
の
は
「
訴
状
送
達
前
即
ち
訴
訟
係
属
前
に
被
告
が
弁
済
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
認
諾
し
た
場
合
、
こ
の
訴
訟
費
用
は
誰
が

負
担
す
る
の
か
』
と
い
つ
た
問
題
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
建
前
論
と
し
て
は
訴
訟
費
用
は
原
告
負
担
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
で
は
あ
ま
り
不
合
理
だ
と
い
う
の

で
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
者
は
こ
れ
は
特
別
な
訴
で
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
り
、
あ
る
者
は
そ
も
そ
も
救
済
は
で
き
な
い
と
し
た
り

し
た
。
ま
た
あ
る
者
は
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
の
み
従
前
の
訴
訟
を
続
行
す
べ
し
と
主
張
し
た
。
ま
た
あ
る
者
は
Z
P
O
九
三
条
の
類
推
が
可
能
で
あ
る
と
主
張

し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
個
別
的
間
題
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
解
決
方
法
が
ま
さ
に
全
て
主
張
さ
れ
た
感
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
個
別
的
解
決
理
論
を
よ
り
一
般
化
し
た
の
が
ピ
ッ
ツ
ァ
ー
霊
N
R
で
あ
る
。
彼
は
訴
訟
費
用
の
賠
償
責
任
の
本
質
を
、
不
法
q
饗
9
算
に

争
つ
た
と
い
う
点
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
従
つ
て
本
案
に
つ
い
て
判
決
が
な
さ
れ
た
場
合
（
本
案
終
了
事
実
の
発
生
に
よ
り
実
際
は
本
案
判
決
を
下
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
る
が
）
を
想
定
し
て
、
そ
の
場
合
の
判
決
が
訴
訟
費
用
裁
判
に
と
つ
て
決
定
的
に
な
る
と
主
張
し
た
訳
で
あ
る
。
こ
の
彼
の
考
え
方
を
延
長
さ
せ
る

と
、
例
え
ば
、
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
と
つ
て
重
要
な
の
は
訴
提
起
時
に
訴
が
適
法
か
つ
理
由
具
備
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
被
告
が
原
告
の
訴
の
提
起

に
誘
因
を
与
え
た
か
（
》
三
践
国
ξ
民
富
鴨
R
冨
げ
章
o
亀
o
q
害
曾
）
否
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
か
よ
う
な
考
え
方
に
対
し
て
結
論
は
正
し
い
と
し
て

も
Z
P
O
の
結
果
責
任
主
義
に
正
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
、
訴
訟
費
用
裁
判
の
基
準
時
は
あ
く
ま
で
も
臼
頭
弁
論
終
結
時
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
も
提
出

さ
れ
た
。
さ
ら
に
自
己
の
主
張
の
基
礎
に
国
家
的
経
済
的
見
地
か
ら
の
配
慮
を
強
調
す
る
批
判
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
議
論
は
咽
別
的
問
題
の
処
理
か
ら
一
歩

進
ん
で
一
般
的
な
訴
訟
費
用
賠
償
請
求
権
の
問
題
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
今
度
は
民
訴
法
の
一
般
原
理
と
の
調
和
が
問
題
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
法
の
欠
峡
と
い
う
こ
と
で
は
意
見
の
一
致
の
方
向
に
あ
つ
た
学
説
、
判
例
は
個
別
的
に
終
了
事
実
の
分
析
な
り
、
ま
た
は
一
般
的
な
判
決
に
よ
ら
な
い
訴
訟

終
了
の
体
系
化
と
い
う
作
業
と
は
別
に
、
問
題
を
訴
訟
行
為
と
の
関
連
で
み
て
み
よ
う
と
い
う
方
法
に
関
心
が
あ
つ
ま
り
、
例
え
ば
、
特
殊
な
訴
の
変
更
と
考

え
た
り
、
あ
る
い
は
特
殊
な
請
求
の
放
棄
と
考
え
Z
P
O
九
三
条
の
類
推
を
考
え
た
り
す
る
見
解
が
有
力
に
な
つ
て
ぎ
た
。
同
時
に
、
被
告
の
側
に
終
了
事
実

に
つ
い
て
以
後
審
判
を
拒
絶
す
る
抗
弁
が
生
じ
る
と
い
う
い
わ
ば
被
告
の
側
か
ら
ア
ブ
ロ
！
チ
し
た
見
解
も
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
般

的
な
傾
向
は
単
な
る
訴
訟
費
用
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
一
つ
の
独
立
の
訴
訟
行
為
と
し
て
認
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

　
で
は
、
な
に
故
に
こ
れ
ら
の
理
論
は
今
日
で
は
過
去
の
も
の
と
な
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
訴
取
下
説
と
は
、
訴
の
取
下
と
し
て
の
原
告
の
終
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

宣
言
と
そ
れ
に
対
す
る
同
意
と
し
て
の
被
告
の
終
了
宣
言
と
を
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
Z
P
O
二
六
九
（
従
前
二
七
一
）
条
第
三
項
第
二
段
の
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

行
的
な
費
用
負
担
原
則
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
ま
た
、
特
権
的
な
訴
の
取
下
と
並



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖
）

ん
で
の
み
主
張
さ
れ
た
原
告
敗
訴
で
あ
つ
て
も
訴
訟
費
用
は
被
告
の
負
担
と
す
る
特
別
な
棄
却
説
（
遷
お
毬
蓄
置
巨
磯
号
冨
ま
＆
豊
は
普
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

法
上
の
理
論
に
立
ち
返
る
も
の
と
し
て
排
斥
さ
れ
た
。
放
棄
説
と
い
う
の
は
原
告
の
終
了
宣
言
を
Z
P
O
三
〇
六
条
の
意
味
で
の
放
棄
と
し
て
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

え
、
被
告
の
終
了
宣
言
を
放
棄
判
決
を
求
め
る
こ
と
の
放
棄
と
考
え
、
そ
し
て
Z
F
O
九
三
条
の
類
推
に
よ
つ
て
処
理
す
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雛
）

し
か
し
、
こ
れ
も
被
告
の
放
棄
判
決
の
放
棄
と
い
う
構
成
は
条
文
に
根
拠
が
な
い
と
し
て
退
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
要
す
る
に
こ
れ
ら
諸
説
は
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

再
生
さ
れ
た
放
棄
説
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
ー
ゲ
ッ
ピ
ン
ガ
ー
が
い
う
よ
う
に
、
望
ま
れ
る
結
果
に
つ
き
理
論
構
成
上
問
題
が
あ
る
と
し
て
学

説
、
判
例
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
消
減
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
学
界
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
は
や
既
制
の
当
事
者
に
よ
る
訴
訟

終
了
を
生
じ
さ
せ
る
訴
訟
行
為
理
論
で
は
無
理
で
あ
る
と
し
て
独
自
の
訴
訟
行
為
と
し
て
の
把
握
と
い
う
方
向
へ
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

2
　
今
日
の
学
説
の
状
況

①
訴
訟
上
の
合
意
説
（
9
。
醤
8
蕾
牙
『
博
9
窪
㎝
岳
ぎ
＜
。
箆
暮
震
琶
伊
q
）
こ
の
説
は
両
当
事
者
に
よ
る
終
了
宣
言
は
一
種
の
訴
訟
上
の
合
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

で
あ
り
、
そ
れ
は
裁
判
所
の
訴
訟
物
に
つ
い
て
裁
判
す
る
権
限
を
奪
う
当
事
者
に
よ
る
一
致
し
た
処
分
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
こ

の
説
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
係
属
の
終
了
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
原
則
と
し
て
両
当
事
者
に
よ
つ
て
終
了
を
通
告
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
そ
し
て
か
か
る
合
意
が
訴
訟
係
属
の
消
滅
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
訴
訟
上
の
和
解
と
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ

こ
の
説
で
は
、
原
告
の
宣
言
は
被
告
に
対
し
て
の
申
込
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
両
者
の
合
致
が
な
い
場
合
は
原
告
は
第
二
回
目
と
し
て
裁
判
所
に
対

し
て
の
宣
言
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
訳
で
あ
る
（
こ
れ
は
一
方
的
終
了
宣
言
の
問
題
で
あ
る
）
。
な
お
再
訴
に
関
し
て
は
、
被
告
の
保
護
の
観
点

か
ら
再
訴
は
許
さ
れ
な
い
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
ハ
ー
プ
シ
ャ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
係
属
消
滅
に
向
け
ら
れ
た
合
意
に
よ
る
と
い
う
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
の
2
）

従
来
の
請
求
に
つ
い
て
も
は
や
新
し
い
訴
訟
を
し
な
い
と
い
う
追
加
的
約
束
（
。
ぎ
弩
の
馨
註
9
窃
＜
o
お
鷺
。
魯
9
）
に
基
づ
く
と
い
う
の
で
あ
る
。

②
訴
訟
上
の
意
思
の
合
致
説
（
皇
。
醤
8
幕
審
『
鷺
8
霧
の
轟
一
9
田
塁
。
透
帥
鼠
且
鶏
匹
普
琶
凶
）
こ
の
説
は
終
了
宣
言
を
訴
訟
上
の
合
意
と

　
　
　
西
ド
イ
ツ
民
訴
法
九
一
条
a
の
爾
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
七
　
　
（
一
八
一
一
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
而
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
八
　
　
（
一
八
一
二
）

厳
密
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
訴
訟
上
の
合
同
行
為
（
O
。
器
艮
爵
け
）
の
一
種
で
あ
る
訴
訟
上
の
意
思
の
合
致
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

つ
て
、
行
為
の
有
効
性
は
単
に
表
示
さ
れ
た
意
思
の
合
致
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
裁
判
所
へ
到
達
し
た
場
合
に
の
み
生
じ
る
と
す
る
。

　
ω
　
訴
訟
係
属
終
了
説
（
9
。
臣
8
幕
α
R
寄
畠
ε
ザ
警
魅
讐
。
冨
ぴ
8
且
ぎ
豊
躍
）
　
　
両
当
事
者
の
終
了
宣
言
は
単
に
訴
訟
係
属
の
消
滅
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
）

う
法
的
効
果
の
み
し
か
考
え
な
い
と
す
る
説
で
あ
る
。
従
つ
て
、
終
了
宣
言
は
従
前
の
訴
訟
物
に
つ
い
て
裁
判
を
お
こ
な
う
こ
と
を
放
棄
す
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
請
求
に
つ
い
て
の
訴
訟
係
属
の
消
滅
を
も
た
ら
す
べ
き
二
つ
の
一
方
的
訴
訟
行
為
の
集
合
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
同
一
講

求
の
再
訴
は
適
法
で
あ
る
と
す
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
特
別
な
訴
の
取
下
説
と
い
わ
れ
る
由
縁
で
あ
る
。

　
＠
　
二
重
の
放
棄
説
（
9
。
醤
8
蔚
自
窃
号
箸
魯
窪
＜
。
鼠
9
芭
こ
の
説
は
終
了
宣
言
を
原
告
が
訴
訟
上
の
請
求
を
放
棄
し
、
被
告
が
棄
却

判
決
を
求
め
る
こ
と
を
放
棄
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
放
棄
の
意
味
で
あ
る
。
被
告
の
同
意
に
よ
り
、
な
に
故
に
訴
訟
係
属
が
消
滅
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
原
告
の
宣
言
を
Z
P
O
三
〇
六
条
の
放
棄
と
考
え
る
の
か
、
特
別
な
放
棄
と
考
え
る
の
か
で
見
解
は
分
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

れ
る
。
前
者
の
考
え
方
が
か
つ
て
の
放
棄
説
で
あ
り
、
後
者
の
考
え
方
が
近
時
の
考
え
方
で
あ
る
。
後
者
の
考
え
は
放
棄
さ
れ
る
も
の
は
従
前
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

め
ら
れ
た
本
案
判
決
で
あ
り
、
再
訴
は
不
適
法
で
あ
る
と
す
る
。
ド
ナ
ウ
は
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
論
拠
づ
け
る
。
『
訴
の
取
下
は
ま
さ
し
く
当
該

訴
訟
に
お
け
る
本
案
判
決
の
放
棄
で
あ
り
、
そ
れ
は
係
属
し
て
い
る
講
求
の
存
在
ま
た
は
不
存
在
に
つ
い
て
い
か
な
る
陳
述
を
含
ま
な
い
…
…
。

終
了
宣
言
は
さ
ら
に
こ
れ
を
越
え
て
訴
訟
上
の
講
求
は
も
は
や
存
在
し
な
い
旨
の
『
認
諾
』
と
単
に
本
案
判
決
の
放
棄
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
被

告
が
原
告
の
宣
言
に
同
意
し
た
場
合
は
こ
れ
は
将
来
に
お
い
て
も
拘
束
す
る
。
…
…
結
果
と
し
て
こ
の
こ
と
は
当
事
者
に
よ
る
一
致
的
終
了
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

に
既
判
力
類
似
の
効
力
を
与
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
私
見
に
よ
れ
ば
間
題
の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
』
と
。

　
の
　
特
権
的
訴
取
下
説
（
U
一
。
醤
8
ユ
。
α
R
琶
邑
紹
一
窪
窪
困
”
か
q
R
蔚
ぎ
魯
馨
）
　
　
こ
の
説
は
原
告
の
終
了
宣
言
は
広
い
意
味
の
訴
の
取

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

下
と
考
え
る
説
で
あ
る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
、
両
当
事
者
に
よ
る
終
了
宣
書
の
場
合
は
本
案
の
訴
訟
係
属
の
消
滅
は
終
了
事
由
が
実
際
存
在
す
る

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
消
滅
す
べ
き
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
に
お
い
て
優
越
的
な
地
位
を
与
え
ら
れ
た
終
了
宣
言
の
た
め
の
終
了
事
由
が
存



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
）

在
す
る
場
合
は
一
方
的
な
原
告
の
宣
言
の
み
に
よ
つ
て
も
訴
訟
係
属
は
終
了
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
考
え
方
は
一
方
的
終
了
宣
言

と
両
当
事
者
に
よ
る
終
了
宣
言
を
統
一
的
に
把
握
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
従
つ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
既
述
の
ω
の
訴
訟
係
属
終
了
説
と
異
な

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
再
訴
禁
止
効
は
有
し
な
い
。

③
確
実
性
及
び
最
終
性
に
よ
る
説
（
臣
。
冨
鐸
。
牙
『
O
瀞
琶
魯
一
膏
冨
。
一
ε
鼠
穿
凝
璋
蒔
冨
ε
こ
の
説
は
従
来
の
説
が
訴
訟
係
属
終
了
の

根
拠
を
直
接
に
法
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
た
当
事
者
の
意
思
に
求
め
た
の
に
対
し
、
Z
P
O
六
一
九
条
（
従
前
の
六
二
条
に
相
当
す
る
）
を
考
慮
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斑
）

事
実
上
の
視
点
を
根
拠
に
す
る
。
六
一
九
条
は

　
　
ω
鼠
夏
o
ぎ
霞
留
『
国
竃
鱗
彗
陣
窪
噛
ぴ
o
〈
〇
三
器
q
ユ
o
農
話
畠
諾
ざ
驚
臨
喰
ω
ρ
ω
o
画
馨
魯
ω
く
o
鑑
曽
寓
窪
ぎ
号
『
＝
讐
讐
器
o
富
毘
ω
o
『
一
〇
象
鷺
器
讐
器
ぎ
3
・

　
　
（
従
前
の
六
二
八
条
の
訳
で
は
あ
る
が
斎
藤
躍
小
野
木
”
中
野
、
外
国
法
典
叢
書
独
逸
民
訴
法
遅
一
…
二
頁
の
訳
で
は
　
『
判
決
ノ
確
定
前
配
偶
者
ノ
一
方
ガ
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
訴
訟

　
　
ハ
本
案
昌
関
シ
完
結
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
』
）
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

　
こ
の
根
拠
は
本
案
の
終
了
の
確
実
性
と
最
終
性
に
あ
る
と
い
う
。
『
従
つ
て
、
こ
の
考
え
方
が
全
て
終
了
宣
言
の
問
題
の
根
幹
を
な
す
と
す
る
。

訴
訟
終
了
効
は
実
体
的
終
了
が
確
実
に
し
か
も
決
定
的
に
生
じ
た
こ
と
に
塞
づ
く
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
両
当
事
者
に
よ
る
終
了
宣
書
の

場
合
は
、
な
る
ほ
ど
実
質
的
終
了
が
確
実
に
し
か
も
決
定
的
に
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
案
の
終
了
が
確
定
的
で
あ
る
か
の
よ
う
に
当
事

者
は
行
動
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
も
は
や
争
訟
は
存
在
せ
ず
し
て
、
裁
判
所
も
ま
た
、
本
案
の
終
了
の
確
実
性
と
最
終
性
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎗
）

出
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

3
　
諸
説
の
検
討
　
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
即
ち
、
法
的
効
果
及
び
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
既
に
2
で
み
た

よ
う
に
諸
説
の
対
立
を
み
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
学
説
の
対
立
は
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
我
々
は
こ
の
状
況
か
ら
何
を
学
ぶ
ぺ

き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
間
に
答
え
る
前
提
作
業
と
し
て
こ
れ
ら
諸
説
に
対
す
る
従
来
の
批
判
を
考
え
て
み
ょ
う
。

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
33
）

　
訴
訟
上
の
合
意
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
ド
ウ
ブ
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
『
当
事
者
は
通
例
共
通
の
交
渉
を
原
因
と
し
て
で
は
な
く
互

　
　
　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
九
　
　
（
一
八
＝
ご



　
　
　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
〇
　
　
（
一
八
一
四
）

に
無
関
係
に
終
了
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
訴
訟
上
の
合
意
と
い
う
も
の
は
一
般
に
当
事
者
間
の
法
律
関
係
形
成
を
目
的
と
す
る
が
両

当
事
者
の
終
了
宣
言
の
場
合
は
当
事
者
の
関
心
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
両
当
事
者
は
む
し
ろ
裁
判
所
の
権
限
を
訴
訟
費
用
に
制
限
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
か
か
る
目
的
設
定
（
一
方
が
全
部
の
終
了
を
宣
言
し
、
他
方
が
一
部
の
終
了
を
宜
言
す
る
場
合
は
、
合
意
は
一
致
を
欠
く
た
め
成
立

し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
裁
判
所
に
対
し
て
部
分
的
に
そ
の
権
限
を
制
限
す
る
訴
訟
上
の
意
思
の
合
致
は
存
在
す
る
）
か
ら
し
て
当
事
者
の
終
了
宣
言
は
訴

訟
上
の
意
思
の
合
致
と
み
る
べ
き
で
あ
る
』
と
。

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍵
）

　
訴
訟
係
属
終
了
説
に
対
し
て
は
ハ
ー
プ
シ
ャ
イ
ト
を
採
用
し
よ
う
。
彼
は
「
訴
の
取
下
と
両
当
事
者
に
よ
る
本
案
を
終
了
し
た
旨
の
宣
書
と
の

法
的
効
果
の
差
異
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
　
答
え
は
…
…
単
に
一
つ
で
し
か
な
い
。
訴
訟
費
用
の
点
を
除
い
て
は
一
般
に
存
在
し
な
い
！
』
と
し

て
、
所
説
は
原
告
を
訴
訟
費
用
の
点
で
有
利
に
扱
う
特
別
な
意
思
の
合
致
し
た
訴
の
取
下
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
き
め
つ
け
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、

再
訴
の
問
題
で
再
訴
を
原
則
と
し
て
許
容
し
、
被
告
が
再
訴
を
防
止
し
た
け
れ
ば
単
に
訴
の
取
下
と
同
じ
く
同
意
し
な
け
れ
ば
よ
い
と
す
る
の
は
、

訴
の
取
下
と
終
了
宣
言
と
は
利
益
状
況
が
異
な
る
点
を
無
規
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
、
こ
の
点
で
支
持
で
き
な
い
と
す
る
。

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
ニ
重
の
放
棄
説
に
対
し
て
は
、
一
般
に
次
の
よ
う
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
放
棄
に
よ
る
訴
訟
係
属
の
終
了
は
放
棄
判
決
に
よ
つ
て
な
さ
れ

る
筈
で
あ
る
（
Z
P
O
三
〇
六
条
）
。
し
か
し
、
放
棄
判
決
を
求
め
る
か
否
か
は
被
告
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
も
つ
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
原
告
と
し

て
は
被
告
が
放
棄
判
決
を
得
る
こ
と
を
放
棄
し
な
い
場
合
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
原
告
敗
訴
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
被
告
が

放
棄
判
決
を
求
め
る
こ
と
を
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
を
条
件
づ
け
て
、
原
告
は
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の

場
合
は
被
告
の
側
で
本
案
を
求
め
る
訴
の
利
益
が
な
く
な
る
と
構
成
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
原
告
敗
訴
で
は
終
了
宣
言
の
制
度
の
目
的
に
合
致
し
な

い
し
、
そ
う
で
な
い
構
成
と
な
る
と
三
〇
六
条
の
放
棄
と
は
全
く
関
係
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
こ
ま
で
く
る
と
、
今
度
は
一

般
的
な
放
棄
と
異
な
つ
た
構
成
を
と
る
必
然
性
の
論
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
こ
の
説
は
原
告
の
意
思
に
相
応
し
な
い
し
、
放
棄
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

い
て
の
法
律
の
規
定
と
は
全
く
離
れ
る
と
い
う
点
が
難
点
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

　
特
権
的
訴
取
下
説
に
対
し
て
は
、
訴
訟
係
属
終
了
説
に
対
す
る
批
判
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
よ
う
に
両
説
と
も
両
当
事

者
に
よ
る
終
了
宣
書
に
関
し
て
は
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
か
わ
り
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヨ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
確
実
性
及
び
最
終
性
に
よ
る
説
に
対
し
て
は
、
Z
P
O
六
一
九
（
従
前
六
二
八
）
条
と
い
う
の
は
一
身
専
属
性
の
訴
訟
で
一
方
当
事
者
の
死
亡

と
い
う
特
殊
な
場
合
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
も
つ
て
理
由
具
備
を
欠
い
た
こ
と
を
理
由
に
す
る
全
て
の
終
了
宣
言
を
説
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
批
判
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
Z
P
O
三
〇
六
条
、
三
〇
七
条
と
い
う
放
棄
判
決
・
認
諾
判
決
の
制
度
と
矛
盾
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

ら
の
場
合
は
放
棄
な
い
し
は
認
諾
そ
れ
自
体
で
は
訴
訟
は
終
了
せ
ず
、
常
に
相
手
方
の
申
立
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
放
棄
判
決
、
認
諾
判
決
に
よ
つ

て
訴
訟
は
終
了
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
は
確
実
性
と
最
終
性
と
い
う
点
で
は
終
了
宣
言
の
場
合
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
な
ぜ
区
別
す
る
の
だ
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ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
批
判
に
対
し
て
各
説
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
反
論
す
る
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
こ
れ
ら
議
論
の
う
ち
ど
れ
が
本
質
的
な
も
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
議
論
は
平
行
線
を
た
ど
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
既
に
み
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
脚
し
て
い
る
基
盤
が
異
な

る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
異
な
る
の
か
と
い
う
と
、
訴
訟
は
終
了
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
の
基
盤
と
も
い
う
べ
き
立
法
上
の
根
拠
を
も
つ
が
、
そ

れ
以
外
は
全
く
法
文
に
根
拠
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
つ
て
、
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
の
効
用
を
紛
争
解
決
の
一
手
段
と
し
て

重
視
す
れ
ば
、
再
訴
を
禁
止
し
て
こ
こ
で
紛
争
の
再
発
を
防
ぐ
べ
く
理
論
構
成
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
訴
訟
上
の
合
意
説
の
真
意
は
こ
こ
に
あ
る
よ

う
に
私
に
は
思
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
両
当
事
者
の
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
の
一
般
に
考
え
ら
れ
る
当
事
者
の
意
思
を
分
析
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
理

論
構
成
を
す
る
な
ら
ば
、
既
存
の
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
の
終
了
制
度
（
特
に
訴
の
取
下
）
と
の
比
較
に
お
い
て
立
論
を
展
開
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

は
そ
の
効
果
と
し
て
は
紛
争
の
解
決
と
い
う
よ
り
は
、
訴
訟
費
用
の
公
平
の
分
担
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
特
権
的
訴

取
下
説
乃
至
訴
訟
係
属
終
了
説
の
ね
ら
い
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
う
。
あ
る
い
は
、
前
者
は
あ
る
べ
き
姿
を
重
視
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
既
存
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訂
）

の
制
度
の
調
和
を
考
え
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
中
問
に
位
置
す
る
の
が
二
重
の
訴
の
放
棄
説
で
あ
る
と
思
う
。
再
訴
を
禁

　
　
　
西
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止
し
、
し
か
も
特
別
な
訴
の
放
棄
と
し
て
構
成
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
説
に
対
し
て
の
支
持
者
が
少
な
い
の
は
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
中

間
的
な
性
格
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
中
間
説
の
立
場
と
い
う
も
の
は
、
両
方
の
説
か
ら
そ
の
中
途
半
端
な
性
格
が
批
判
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
議
論
が
か
み
あ
う
筈
は
な
い
。
一
般
に
は
こ
の
よ
う
な
場
合
の
た
め
に
こ
そ
法
文
が
共
通
の
土
俵

に
な
る
の
で
あ
る
が
、
本
問
題
に
つ
い
て
は
既
述
の
よ
う
に
法
文
は
何
も
語
つ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
一
体
、
こ
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

4
　
私
見
　
問
題
の
解
決
は
こ
の
終
了
宣
言
の
制
度
を
民
事
訴
訟
制
度
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
に
よ
つ
て
お

こ
な
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
従
前
の
こ
の
制
度
の
発
展
過
程
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
と
思
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
制
度

の
発
展
過
程
は
ど
の
よ
う
に
把
握
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
既
に
み
た
よ
う
に
、
こ
の
制
度
は
訴
訟
費
用
の
公
平
な
負
担
を
貫
徹
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
を
そ
の
出
発
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
発
展
過
程
の
第
二
段
階
と
し
て
、
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
の
一
形
態
と
し
て

一
つ
の
独
立
し
た
訴
訟
行
為
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
と
い
う
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
単
な
る
訴
訟
費
用
の
間
題
と
い
う
よ
り

も
か
か
る
形
態
で
の
訴
訟
終
了
は
ど
こ
に
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
力
点
が
移
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
従

来
の
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
の
制
度
で
あ
る
訴
の
取
下
、
請
求
の
放
棄
、
和
解
等
と
の
比
較
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
こ
れ
ら
の

修
正
と
い
う
型
で
理
論
が
従
来
構
成
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
ま
さ
に
特
権
的
訴
取
下
説
、
二
重
の
放
棄
説
、
訴
訟
上
の
合
意
説
等
が
こ
れ
で
あ
つ

た
。
し
か
し
、
こ
の
態
度
に
は
疑
問
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
従
来
の
諸
制
度
の
修
正
で
あ
る
な
ら
ば
結
局
の
と
こ
ろ
訴
訟
費
用
の
た
め
の
便
法
で

あ
り
、
こ
と
は
訴
訟
費
用
の
分
担
に
関
す
る
制
度
を
修
正
す
る
の
が
筋
で
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
の
現
行
法

を
回
避
す
る
た
め
の
単
な
る
理
論
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
出
発
点
は
そ
こ
に
あ
つ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
既
に
一
つ

の
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
制
度
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
以
上
、
さ
ら
に
そ
れ
を
よ
り
純
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
即
ち
、

訴
訟
費
用
の
点
で
の
紛
争
の
解
決
に
役
立
つ
側
面
は
決
し
て
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
訴
訟
即
ち
本
案
の
終
了
と
い
う
面
に
力
点
を
お
き
、
本



案
の
紛
争
解
決
の
た
め
の
機
能
と
い
う
面
で
考
え
る
ぺ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
こ
で
は
既
存
の
当
事
者
の
終
了
を
生
じ
さ
せ
る
諸
制
度
に
訴

訟
係
属
終
了
効
の
根
拠
を
求
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
一
歩
進
め
て
そ
れ
ら
既
存
の
諸
制
度
の
根
底
に
あ
る
処
分
権
主
義
と
裁
判
所
の
紛
争
解
決
の
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た
め
の
権
限
と
の
緊
張
関
係
を
紛
争
解
決
機
能
と
い
う
点
で
と
ら
え
て
新
し
い
制
度
と
把
握
す
る
こ
と
が
よ
り
適
切
で
は
な
い
か
と
思
う
。
勿

論
、
従
前
の
学
説
が
既
存
の
制
度
を
根
拠
に
し
て
理
論
を
構
成
し
た
意
図
も
わ
か
ら
な
い
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
私
見
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら

ば
そ
れ
は
全
く
の
立
法
論
か
あ
る
い
は
現
行
法
体
系
に
調
和
し
な
い
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
理
屈
は
ど
う
で
あ
れ
結
果
が
よ
け
れ
ば
よ
い
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
制
度
を
固
定
し
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
か
え
つ
て
不
調
和
が
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
思
い
切
つ
て
従
前
の
諸
制
度
と
は
異
な
つ
た
一
つ
の
独
立
の
制
度
と
考
え
、
あ
え
て
既
存
の
概
念
で
彩
色
を
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
訴
訟
費
用
の
分
担
の
点
で
現
行
法
は
不
備
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
こ
の
制
度
の
第
一
段
階
と
す
る
な
ら
ば
、
第
二
段
階
は
当
事
者
に

よ
る
訴
訟
終
了
の
一
つ
の
制
度
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
三
段
階
は
こ
れ
は
一
つ
の
特
別
な
制
度
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
と
、
こ
の
制
度
の
発
展
の
過
程
を
位
置
づ
け
る
訳
で
あ
る
。
従
つ
て
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
法
的
性
質
の
問
題
に
つ
い
て
は

望
ま
し
い
法
的
効
果
は
何
か
と
い
う
閥
題
が
先
行
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
終
了
宣
言
の
効
果
と
は
な
に

か
と
言
う
と
、
訴
訟
終
了
効
を
除
い
て
は
そ
れ
は
再
訴
禁
止
効
で
は
な
い
か
と
思
う
。
と
い
う
の
は
終
了
宣
言
に
よ
つ
て
当
事
者
に
自
主
的
に
訴

訟
終
了
効
を
付
与
し
た
と
す
る
な
ら
、
や
は
り
、
再
訴
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
当
事
者
の
自
主
権
に
制
約
を
課
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
か

　
　
　
（
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ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
訴
の
取
下
と
違
つ
た
効
果
を
付
与
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
法
は
当
事
者
に
よ
つ
て
訴
訟
の
終
了

す
る
こ
と
を
招
来
す
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
の
反
面
、
そ
れ
に
ょ
つ
て
最
終
的
な
紛
争
の
解
決
と
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
結
論

的
に
は
訴
訟
上
の
合
意
説
、
二
重
の
放
棄
説
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
私
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
こ
れ
ら
の
諸
説
の
よ
う
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に
あ
え
て
構
成
し
な
く
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
終
了
宣
言
は
処
分
権
主
義
に
よ
つ
て
終
了
が
発
生
し
、
同
時
に
再
訴
が
禁
止

さ
れ
る
制
度
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
こ
れ
を
利
用
す
る
意
思
が
両
当
事
者
に
あ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
勿
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論
、
か
か
る
結
論
自
体
、
訴
訟
係
属
終
了
説
、
特
権
的
訴
取
下
説
の
採
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
し
、
同
時
に
支
配
説
の
採
る
と
こ
ろ
で
な
い
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
再
訴
禁
止
の
間
題
で
も
注
意
深
く
み
て
み
る
と
見
解
の
対
立
が
必
ず
し
も
あ
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
と
い
う

の
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
こ
で
の
対
立
は
法
的
性
質
論
の
帰
結
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
必
ず
し
も
再
訴
禁
止
が
望
ま
し
い
か
否
か

で
議
論
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
グ
ル
ン
ス
キ
ー
は
「
訴
は
く
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
。
勿
論
個
々
の
場
合
に
終
了
宣

言
が
実
体
法
的
な
権
利
の
放
棄
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
ま
た
事
情
に
よ
つ
て
は
、
終
了
宣
言
は
訴
を
再
び
し
な
い
と
い
う
約
束
を
含

む
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
新
し
い
訴
の
見
込
は
な
く
な
る
』
と
述
べ
、
訴
訟
上
の
合
意
説
以
外
で
も
再
訴
禁
止
を
全
く
認
め
な
い
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
ー
2
）

こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
し
、
リ
ュ
ケ
論
文
も
こ
の
種
の
合
意
は
あ
り
え
よ
う
が
但
し
原
則
的
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
結
局
の
と

こ
ろ
意
思
表
示
の
解
釈
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
両
当
事
者
の
終
了
宣
言
の
問
題
は
法
的
効
果
の
点
か
ら
み
る
と
実
際
に
そ
れ
ほ
ど
の
差
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思

え
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
理
論
的
な
説
明
の
差
に
帰
着
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
様
に
他
の
法
的
効
果
の
問
題
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
例

え
ば
訴
の
取
下
と
同
じ
ょ
う
に
遡
及
的
に
訴
訟
係
属
は
消
滅
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
既
に
下
さ
れ
た
が
い
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
判
決
は
無
効
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
覗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銘
）

な
る
の
か
と
い
つ
た
問
題
で
は
そ
れ
ほ
ど
意
見
の
対
立
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
実
務
に
さ
ほ
ど
混
乱
も
な
く
、
取
扱
に
つ
い
て
大
方
の
意
見
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

一
致
を
み
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
よ
う
な
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
確
か
に
既
に
み
た
よ
う
に
数
多
く
の
見
解
の
対
立
は
、
こ
の
制

度
の
問
題
性
を
暗
示
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
つ
ま
り
終
了
宣
言
の
制
度
は
、
簡
単
に
訴
訟
を
終
了
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
印
象
を

人
に
与
え
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
私
は
対
立
点
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
こ
の
よ
う
に
一
致
す
る
点
に
目
を
向
け
た
方
が
得
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

　
（
B
）
　
民
訴
法
典
成
立
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
前
記
拙
稿
が
詳
し
い
。

　
（
U
）
　
よ
り
具
体
的
に
は
前
記
拙
稿
二
号
二
七
頁
注
4
を
参
照
。

　
（
1
5
）
　
前
記
拙
稿
三
号
九
一
頁
以
下
を
利
用
し
た
。



（
鳩
）
　
　
国
α
O
殴
『
O
凶
ヨ
O
『
・

　
N
N
℃
ω
ど
　
一
§
い
　
ω
D

翁翁露fヲ
））））

　
畠
o
吋

（
飢
）

（
銘
）

（
器
）

（
沼
の
2
）

（
％
）

（
器
）

（
2
6
）

　
　
紹
9
9

（
留
）

　
　
の
は
疑
問
で
あ
る
。

（
認
）
】
》
O
昌
”
蝦
り
り
幻
一
霧
駒
ω
。
一
・
q
O
．

（
29
）
　
一
W
一
〇
ヨ
O
矯
O
輔
．
N
陣
く
鵠
℃
『
O
麟
O
の
味
O
O
プ
ρ
一
麗
、
㎜
…
①
麻
一
一
（
q励
。
ω
一
q
矯
．
）
“
戯
O
噌
の
噂
ハ
｝
『
彊
昌
島
℃
『
O
げ
一
〇
ヨ
O
島
O
婦
国
『
一
〇
ユ
凶
騎
信
昌
α
毫
α
O
『
国
”
但
℃
一
の
餌
0
3
0
一
｝
鍔
ロ
一
㊤
β
鐸
憎
O
ぎ
一
〇
｝

　
　
竃
勢
味
一
α
即
騨
一
切
．
男
①
o
o
貯
の
O
ぽ
吋
一
h
ひ
　
qD
、
戯
8
開
；
虹
O
臨
、
ω
一
〇
一
一
一
・
日
O
昌
脚
¢
墨
｝
u
O
ご
一
〇
　
㈱
O
一
御
一
一
藤
・
一
一
一
’

（
3
0
）
　
一
W
一
〇
ヨ
O
矯
O
嘆
噂
一
眉
㎝
一
霧
N
噛
N
一
99
い
騨
α
O
噌
の
、
㎝
紐
一
　
（
ω
6
ω
旨
帥
）
嚇
M
》
O
『
一
〇
婚
匂〇
一
〇
一
昌
o
一
〇
”
帥
の
』
頃
O
ぽ
一
〇
℃
㈱
〇
一
斜
　
一
一
一
　
ω
“
　
画
O
吋
¢
・
　
竃
勢
『
帥
自
”
胃
一
〇〇
・
男
O
⑭
齢
¢
O
ぴ
吋
罰
h
“
　
m
W
。
　
薩
Φ

　
　
F
禽

（
a
）
　
婁
＝
O
噌
㌦
り
O
O
『
一
〇
噌
糞
拶
昌
昌
一
H
》
一
〇
国
彗
一
〇
α
一
磯
口
5
騎
α
O
の
閃
O
O
ザ
一
の
ω
紳
味
O
一
脅
の
一
昌
α
O
柵
属
麟
賃
唱
一
〇〇
m
O
ぽ
0
”
蝿
頃
O
『
『
暫
一
び
島
O
¢
　
N
凶
く
出
℃
『
O
N
O
の
ロ
O
ρ
乞
」
≦
　
一
綜
O
噛
劇
鱒
一
庸
．

　
　
同
様
な
主
張
は
既
に
．
．
O
凶
o
切
ユ
a
凝
＝
口
臼
q
α
2
勾
o
簿
錺
o
陰
け
器
一
房
昌
霧
『
国
二
a
ご
ロ
o
q
号
嘆
踏
碧
℃
房
鷺
『
俄
、
・
2
｝
巧
一
婁
・
胃
臼
舞
嚇
◎
げ
突
象
o
肉
g
ぽ
富
旨
麟
9
『

　
　
島
霞
O
置
器
葺
α
q
O
昌
国
ユ
＆
蒔
覚
昌
鴨
忠
民
驚
環
5
騨
匂
勾
一
〇
鵠
唱
§
に
も
み
ら
れ
る
。

（
鎗
）
寓
臼
一
無
白
8
耳
巽
彗
鎧
農
2
墨
る
＄
」
謡
躍
鼠
2
毫
這
鵠
」
お
曽
・
な
お
2
匂
ミ
一
線
O
、
轟
認
に
よ
れ
ば
一
当
事
者
に
よ
る
終
了
ゆ
曇
肖
の
場
合
は
確
実
性
と
最
終

　
　
性
は
既
判
力
を
有
す
る
本
案
の
終
了
を
確
認
す
る
判
決
か
ら
明
ら
か
に
な
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
書
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
五
　
　
（
一
八
一
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
げ
O
賊
象
O
＜
O
『
唱
コ
凶
o
犀
帥
鑑
昌
騎
麟
震
噌
日
イ
拶
鵬
一
5
臓
含
O
嘆
民
O
oo
ε
5
ぴ
巴
馬
ユ
O
象
晩
虞
昌
騎
岱
O
『
出
暦
鶴
唱
屋
”
O
ぎ
O
旨
暫
0
ず
N
虜
巽
O
潟
窪
ロ
戚
“
O
賊
譲
壁
磯
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
一
　
諏
馳
　
凶
口
ω
’
　
OD

・
　
禽
。

国
伽
O
彗
ザ
O
一
目
O
『
り
　
”
o
　
餌
。
《
》
8
　
ω
曹
①
①
．

国
O
O
帥
信
O
り
2
”
O
げ
齢
『
似
磯
嵩
O
げ
①
切
O
彗
O
『
閥
‘
5
凶
O
欝
雰
ぴ
O
暢
O
く
O
昌
け
β
O
目
O
＞
昌
輪
O
O
ぽ
け
信
口
の
躍
口
畠
＞
坦
h
嘆
0
0
ぼ
5
躍
渇
“
q
昌
”
O
謬
国
O
切
燭
O
『
眞
O
サ
蕊
鴨
一
鋒
餓
W
。
罧

《
護
℃
℃
一
診
鱒
O
賠
噂
一
》
一
㊦
幻
O
O
げ
け
oo
昌
”
酔
信
『
畠
①
の
国
『
一
①
α
尉
磯
崖
旨
磯
の
餌
口
け
賊
”
o
q
O
曽
＞
O
屑
μ
㎝
O
魍
一
㊤
㎝
q
燭
の
D
“
“
“
目
坤
［
男
2
一
ω
・

出
O
一
一
≦
帥
α
q
、
ω
矯
¢
一
〇
目
ユ
0
0
U
O
鐸
件
ω
O
ぼ
①
P
N
一
く
諸
O
味
O
N
O
菊
吋
O
O
び
一
幹
一
貞
『
O
＝
噛
一
〇
一
鱒
・
の
．
蝕
鱒
・
ω
・
§
噛
◎陰
●
虜
嚇
国
一
の
0
犀
噛
民
一
国
磯
①
〈
0
『
鵠
一
〇
ぴ
け
　
嵩
旨
ユ
　
国
『
一
〇
α
…
口
瓢
旨
騎

国
”
信
営
器
9
ゆ
男
8
耳
る
隠
噂
OO
マ
戯
・
第
二
次
大
戦
後
で
は
2
涛
冨
o
F
§
≦
言
ε
器
響
①
9
“
N
・
》
躍
炉
一
釜
、
ρ
卜
0
8
・

↓
o
目
目
凶
三
堕
勲
騨
O
‘
ψ
蝕
臣
＃
男
2
誤
は
こ
の
点
に
つ
い
で
要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。

《
鄙
℃
℃
凶
昌
碗
O
味
賜
一
》
O
『
国
『
一
〇
α
一
騎
坦
5
の
島
①
切
男
O
O
『
仲
oo
の
酔
吋
Φ
一
一
㎝
一
昌
α
Φ
吋
鵠
”
唱
噂
陣
の
帥
O
ぽ
O
噸
一
罷
℃
ω
・
詑
庸
・

一
肖
”
ぴ
ω
O
診
〇
一
島
．
ピ
O
β
一
昌
M
ッ
O
凹
僧
の
O
ざ
『
一
h
僧
｝
　
ω
●
一
㎝
q
鴇
●
躍
．
匂
N
　
一
罷
噂
0
遷
庸
．

　
　
　
　
一
幽
餌
一
U
の
6
『
一
α
．
｝
N
　
一
婁
ψ
腺
㏄
ト
ニ
・

象
唱
℃
一
旨
暁
O
『
｝
餌
。
”
．
O
‘
ω
、
銘
籍
一
一
》
O
鐸
げ
口
0
5
0
触
縄
謬
働
娼
触
o
ご
一
①
3
0
岱
①
棟
国
『
一
〇
戯
醐
騎
仁
昌
腕
“
O
『
属
”
躍
づ
紳
肋
m
O
『
O
．
一
露
の
一
§
り
ω
。
器
矯
’

前
注
2
0
参
照
。

一
》
O
昌
拶
G
讐
h
昂
O
昌
一
〇
ず
ぐ
O
味
一
〇
島
圃
晩
貯
O
頴
四
縄
℃
帥
oo
偶
6
ゴ
9
一
勾
一
⑩
⑪
O
．
ω
9
一
の
⑩
籍
●
“
α
0
5
N
鶴
『
国
Φ
O
『
一
〇〇
一
潜
瞬
O
び
O
一
切
一
吋
O
凶
一
9
σ
O
吋
ユ
一
〇
　
国
『
一
〇
“
一
鳴
鐸
”
“
亀
　
傷
O
吋
　
国
帥
唱
口
け
塁

　
　
　
蜜
H
》
勾
　
一
㊤
㎝
q
吻
　
の
血
㎝
謡
　
鴇
●

O
歪
器
評
ざ
O
讐
昌
島
諾
9
号
田
く
曾
富
ぎ
器
霧
冨
畠
蛮
鉾
＞
仁
臨
・
レ
雪
“
ω
」
8
は
こ
の
説
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
説
の
再
訴
の
問
題
に
書
及
し
て
い
な
い



　
　
酉
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
六
　
　
（
一
八
二
Q
）

（
3
3
）
b
8
ぴ
器
き
O
釜
＆
寓
o
げ
一
〇
糞
o
自
震
国
二
a
凝
g
凝
畠
忠
＝
帥
β
℃
け
器
9
ρ
冒
ω
一
器
N
．
ω
●
§
庸
●

（
鈎
）
　
出
薗
ぴ
oo
o
詳
o
置
り
い
N
一
罷
噛
駆
一
●

（
舘
）
↓
o
目
ヨ
言
製
騨
”
・
ρ
燭
¢
a
R
は
こ
の
点
に
つ
い
て
要
領
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。

（
肥
）
↓
o
ヨ
ヨ
ざ
箏
騨
勲
O
‘
9
紹
轟
　
　
も
つ
と
も
、
最
後
の
批
判
点
に
対
し
て
は
恐
ら
く
毛
o
拝
U
器
》
幕
詩
窪
糞
旨
ω
一
B
勺
3
器
幹
8
琴
・
一
馨
・
OO
・
這
錘

　
か
ら
は
異
論
が
あ
ろ
う
。
ヴ
ォ
ル
フ
論
文
に
つ
い
て
は
拙
稿
法
学
研
究
四
三
巻
＝
一
号
九
〇
頁
以
下
の
紹
介
が
あ
る
。

（
訂
）
　
蚕
躍
9
肖
9
鐸
段
ヨ
署
ロ
の
説
は
特
異
な
説
な
の
で
、
考
え
か
ら
除
外
し
た
。
し
い
て
考
え
れ
ば
合
意
説
と
同
じ
グ
ル
ー
ブ
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
詔
）
　
一
当
事
者
に
よ
る
終
了
宜
言
の
制
度
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
の
9
寒
拶
F
U
げ
9
奮
鉱
一
蒔
o
閏
ユ
＆
蒔
蔭
昌
槻
器
詩
鼠
釜
昌
o
q
鴨
N
N
憎
鵡
噸
§
蹄
　
は
こ
れ
を
ド
イ
ッ
民

　
訴
法
上
の
特
別
な
制
度
と
把
握
し
て
い
る
噂

（舘）

　
出
呂
誓
訂
芦
冒
一
虜
、
総
一
辱
は
、
彼
が
再
訴
の
禁
止
を
説
く
の
は
、
訴
の
取
下
と
の
比
較
に
お
い
て
被
告
の
保
護
の
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
前
訴
の
主
張
に
反

　
す
る
後
訴
の
再
訴
は
先
行
行
為
に
矛
盾
し
た
行
為
で
あ
る
か
ら
許
さ
れ
な
い
と
も
説
く
。

（
如
）
　
例
え
ば
最
近
の
O
釜
霧
犀
周
の
前
掲
体
系
書
に
し
て
も
リ
ュ
ケ
論
文
に
し
ろ
諸
説
に
対
し
て
態
度
決
定
を
し
て
い
な
い
。

（
ω
ー
2
）
　
O
蝦
霧
犀
ざ
勲
鉾
O
‘
Oo
・
昌
ρ
リ
轟
ケ
論
文
（
法
研
）
四
頁
（
原
文
三
二
六
頁
）
。

（
41
）
　
冒
頭
の
ロ
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
ク
麗
シ
ュ
ワ
ー
プ
の
記
述
を
参
照
せ
よ
。
た
だ
リ
ュ
ケ
論
文
（
前
掲
法
研
三
頁
）
は
既
に
存
在
す
る
既
判
力
の
な
い
判
決
の
無
効
と
い
う
の
は
不
当
で

　
あ
る
と
す
る
（
原
文
三
二
五
頁
）
。

（
姐
）
　
零
一
〇
8
0
器
ぎ
N
憎
ρ
腫
＞
循
臨
6
一
零
炉
紹
討
・

（
紹
）
　
リ
ュ
ケ
論
文
（
法
研
）
二
頁
（
原
文
三
二
四
頁
）
。

四
　
要
件
に
つ
い
て

要
件
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
争
わ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
両
当
事
者
に
ょ
る
終
了
宣
言
の
場
合
に
終
了
事
由
の
存
在
は
必
要
か
否
か
と
い
う

こ
と
が
主
た
る
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
終
了
事
由
は
終
了
宣
言
に
あ
た
つ
て
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
通
説
は
必
要
で
な
い
と
し
て
い
る
。
二
で
紹
介
し
た
ロ
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
ク
“
シ
ュ
ワ
茎
ブ
の
記
述
も
従
つ
て
こ
れ
に
つ
い
て
は
簡
単
な
記
述

　
　
　
　
　
（
艇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

で
終
つ
て
い
る
。
こ
の
根
拠
は
一
般
に
は
合
目
的
性
と
当
事
者
処
分
権
主
義
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
Z
P
O
九
一
条
a
の
文
言
に
求
め

る
考
え
も
あ
る
。
即
ち
、
同
条
は
訴
訟
費
用
の
裁
判
の
た
め
の
特
別
な
尺
度
を
単
に
終
了
宣
言
に
結
び
つ
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
の
で
あ



（
4
7
）る

。
し
か
し
、
か
か
る
考
え
に
対
し
て
反
対
説
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
意
味
で
反
対
説
を
紹
介
し
て
み
ょ
う
。

　
　
　
（
4
8
）

　
反
対
説
は
Z
P
O
九
一
条
a
は
終
了
事
由
の
申
立
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
原
告
の
宣
言
は
訴
の
取
下
と
し
て
解
釈

す
べ
ぎ
で
あ
る
と
説
く
。
訴
の
取
下
か
そ
う
で
な
い
か
の
解
釈
は
裁
判
所
の
専
権
で
あ
り
当
事
者
は
合
意
に
ょ
り
排
斥
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
そ

も
そ
も
Z
P
O
九
一
条
a
自
体
終
了
宣
言
に
必
要
な
要
件
を
規
定
し
て
い
な
い
が
、
む
し
ろ
適
法
で
有
効
な
終
了
宣
言
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
と
も
説
く
。
そ
し
て
か
よ
う
に
解
さ
な
い
と
Z
P
O
二
六
九
（
従
前
二
七
一
）
条
の
回
避
を
意
味
す
る
新
し
い
制
度
を
作
る
こ
と
に
な
り
は

し
な
い
か
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
考
え
に
ょ
れ
ば
Z
P
O
二
六
四
（
従
前
二
六
八
）
条
三
号
の
類
推
適
用
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る

　
　
　
（
姐
）

の
で
あ
る
。
こ
の
条
項
に
よ
つ
て
訴
訟
係
属
は
終
了
す
る
の
で
あ
る
か
ら
終
了
事
由
を
申
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
訳
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
50
）

の
説
は
あ
く
ま
で
も
、
既
存
の
制
度
と
の
調
和
の
上
に
問
題
を
考
え
る
訳
で
あ
り
、
歴
史
的
に
は
Z
P
O
九
一
条
a
成
立
以
前
1
ー
正
確
に
は
一
九

四
二
年
の
第
三
簡
素
化
令
第
四
条
以
前
1
の
考
え
方
に
連
ら
な
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
即
ち
、
当
時
に
あ
つ
て
は
何
故
に
事
実
上
終
了
が
生

じ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
文
の
規
定
に
反
し
て
（
訴
の
取
下
に
よ
ら
ず
し
て
）
、
終
了
宣
言
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
強
く

い
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
通
説
と
少
数
説
に
つ
い
て
そ
の
当
否
を
考
え
た
場
合
、
や
は
り
通
説
を
支
持
し
た
い
と
思
う
。
確
か
に
Z
P
O
九
一
条
a
そ
れ
自
体
か
ら
答
の

で
る
問
題
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
終
了
宣
言
を
当
事
者
に
ょ
る
訴
訟
終
了
を
生
じ
さ
せ
る
一
つ
の
独
立
の
制
度
と
考
え

　
　
　
（
5
1
）

る
な
ら
ば
、
か
か
る
制
度
を
利
用
を
す
る
に
あ
た
つ
て
そ
の
当
事
者
の
動
機
は
問
わ
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
訴
の
取

下
に
あ
つ
て
そ
の
理
由
は
問
わ
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
一
つ
の
独
立
し
た
制
度
と
考
剛
え
れ
ば
、
Z
P
O
二
六
四
（
従
前
二
六
八
）
条
と
の

調
和
も
ま
た
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
筈
で
あ
る
。
し
か
も
、
少
数
説
の
よ
う
に
か
か
る
要
件
を
課
す
こ
と
自
体
、
手
続
の
簡
素
化
に
よ
る
訴
訟
の

終
了
と
い
う
こ
の
制
度
本
来
の
目
的
を
見
失
う
よ
う
に
思
え
る
。

　
な
お
、
訴
訟
係
属
発
生
前
に
終
了
宣
言
は
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
よ
く
議
論
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
訴
訟
係
属
を
消
減
さ
せ
る
た
め
の

　
　
　
西
ド
イ
ツ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
七
　
　
（
一
八
一
＝
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
雷
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
八
　
　
（
一
八
二
二
）

制
度
と
解
す
る
な
ら
ば
訴
訟
係
属
が
そ
も
そ
も
生
じ
て
い
な
い
場
合
は
そ
の
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
つ
て
一
般
に
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
両
当
事
者
に
よ
る
終
了
宣
言
の
場
合
は
当
事
者
処
分
権
主
義
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
つ
て
許
さ
れ
る
と
す
る
説
も
か

　
　
　
（
52
）

な
り
多
い
。
つ
ま
り
被
告
が
同
意
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
手
続
規
定
の
遵
守
を
放
棄
し
て
手
続
に
関
与
し
訴
訟
法
的
関
係
が
生
ず
る
と
解
す
る
か
ら

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
要
件
に
関
し
て
は
若
干
の
聞
題
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
対
立
が
あ
る
訳
で
な
く
、
通
説
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
颯
）
　
リ
ュ
ケ
論
文
は
β
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
ク
“
シ
ュ
ワ
！
プ
の
「
本
案
が
現
実
に
終
結
し
た
か
否
か
の
検
討
は
余
計
な
問
題
で
あ
る
」
（
雀
器
昌
一
男
旨
O
）
と
の
記
述
は
、
核
心
を
つ

　
い
て
い
な
い
と
し
て
、
『
当
事
者
の
意
思
表
示
は
形
成
的
効
果
を
も
つ
。
そ
れ
は
与
効
的
行
為
（
雛
o
≦
一
算
“
5
騎
昏
餌
且
冒
昌
o
q
）
で
あ
る
。
法
は
双
方
的
終
結
宣
書
に
訴
訟
係
属
の

　
終
了
な
る
効
果
を
与
え
た
。
こ
の
種
の
意
思
表
示
が
存
す
れ
ば
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
訴
訟
を
追
行
し
本
案
に
つ
き
裁
判
す
る
理
由
は
裁
判
所
に
存
し
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
本

　
案
が
現
実
に
終
結
し
た
か
否
か
も
重
要
で
は
な
い
。
裁
判
所
が
意
思
実
示
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
正
当
性
を
検
討
す
る
こ
と
を
否
定
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
当
嘉

　
者
が
そ
の
意
思
表
示
に
お
い
て
終
結
を
矛
盾
な
く
（
鴇
置
9
器
蒔
）
主
張
し
て
い
る
必
要
も
な
ど
（
前
掲
法
研
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
（
原
文
三
二
五
頁
）
。

（
弱
）
器
ぎ
鮮
墓
（
§
）

（
妬
）
男
◎
匡
o
客
餌
ユ
畠
露
甲
寄
器
。
窪
窪
ω
k
蓉
噂
宝
碧
9
巨
ω
尊
も
．
o。
。
O
‘
ω
・
一
8

　
も
つ
と
も
切
o
昌
象
鉾
N
ξ
男
茜
磯
o
島
9
国
吋
一
区
蒔
口
旨
瞬
島
窃
勾
8
鐸
器
需
o
即
3
壁
畠
興
躍
聾
宮
器
9
9
這
一
§
’
記
一
に
お
い
て
既
に
主
張
さ
れ
て
い
た
●

（
卿
）
　
oo
富
ぼ
ら
◎
慧
ψ
七
〇
置
¢
㈱
箪
”
昌
一
ρ

（
娼
）
　
0
9
℃
置
o
q
g
、
望
φ
司
二
＆
蒔
躍
昌
Φ
q
α
＄
国
0
9
富
馨
お
一
房
『
岱
無
属
袈
導
舞
3
ρ
一
虜
、
ρ
8
終
閃
養
葛
・
N
一
≦
一
貝
o
凶
o
響
0
9
“
一
罷
り
伽
離
一
く
浮
（
ω
・

　
馨
）
　
　
こ
こ
で
は
ゲ
ッ
ピ
ソ
ガ
ー
の
見
解
を
み
て
み
る
。

（
翻
）
　
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
請
求
の
原
因
を
変
更
し
な
い
場
合
で
訴
の
変
更
に
な
ら
な
い
場
合
と
し
て
三
号
に
「
後
日
生
じ
た
事
情
の
変
更
に
基
づ
い
て
、
最
初
に
請
求
し
た
る
物
に

　
代
へ
て
、
他
の
物
又
は
利
益
を
求
む
る
こ
占
と
い
う
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
も
つ
と
も
ゲ
ッ
ピ
ン
ガ
ー
の
場
合
、
原
告
の
終
了
寡
冨
は
取
効
的
行
為
卑
＆
芽
鶴
昌
鵯
訂
＆
言
凝

　
で
あ
り
、
被
告
の
同
意
を
ま
つ
て
は
じ
め
て
与
効
的
行
為
切
o
署
胃
犀
昌
昌
鵯
ご
鎧
9
鐸
昌
o
q
に
な
る
と
し
て
い
る
（
Oo
・
薩
』
8
§
。

（50

）
　
こ
の
規
定
の
沿
革
に
つ
い
て
は
拙
稿
法
研
四
九
巻
二
号
五
三
頁
以
下
参
照
。

（
磁
）
　
与
効
的
行
為
に
つ
い
て
は
前
注
覗
の
リ
ュ
ケ
論
文
や
二
で
紹
介
し
た
ロ
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
ク
腿
シ
ュ
ワ
ー
ブ
の
記
述
参
照
。

（
5
2
）
∪
窪
げ
器
『
嘘
鋭
9
9
｝
oo
』
O
ざ
O
戦
導
舞
ざ
餌
■
”
．
P
り
oo
一
〇
ざ
むo
酔
Φ
ぎ
山
o
蕃
甲
幣
o
霞
o
噛
N
｝
O
紹
霊
目
ご
ゆ



五
　
お
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

以
上
に
お
い
て
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
事
者
の
訴
訟
終
了
宣
書
の
制
度
の
概
要
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う

に
な
ろ
う
。

　
1
　
訴
訟
に
お
い
て
（
訴
訟
係
属
中
）
両
当
事
者
が
一
致
し
て
終
了
を
宣
言
し
た
場
合
に
は
訴
訟
は
終
了
し
（
訴
訟
係
属
の
消
滅
）
、
裁
判
所
は
訴

訟
費
用
に
つ
い
て
従
来
の
事
実
状
態
及
び
紛
争
状
態
を
顧
慮
し
て
公
平
な
裁
判
を
す
る
（
Z
P
O
九
一
条
a
）
。

　
2
　
も
っ
と
も
訴
訟
係
属
発
生
前
に
お
い
て
も
（
訴
状
提
出
後
）
、
終
了
宣
言
で
き
る
と
す
る
説
も
少
な
く
な
い
。

　
3
　
両
当
事
者
が
終
了
宣
言
後
、
同
一
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
原
告
の
再
訴
は
許
さ
れ
る
。
但
し
、
許
さ
れ
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
し
、
許
さ
れ

る
と
す
る
説
で
も
許
さ
れ
な
い
場
合
の
可
能
性
を
否
定
し
な
い
。

　
4
　
両
当
事
者
の
終
了
宣
言
に
あ
た
つ
て
は
、
終
了
事
由
を
述
べ
る
必
要
は
な
い
。

　
5
　
終
了
宣
言
に
お
い
て
訴
訟
係
属
の
消
滅
は
遡
及
し
な
い
が
、
し
か
し
、
い
ま
だ
確
定
し
な
い
判
決
は
効
力
を
失
う
、
但
し
後
者
の
場
合
反

対
説
は
存
在
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
み
て
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
日
本
法
の
立
場
か
ら
み
る
と
当
然
で
て
く
る
問
題
は
、
訴
の
取
下
と
の
類
似
で
あ
る
。
既

に
み
た
よ
う
に
、
ド
イ
ッ
で
は
こ
の
両
当
事
者
の
終
了
宣
言
を
訴
の
取
下
の
一
種
と
み
る
学
説
も
少
な
く
な
か
つ
た
。
従
つ
て
、
わ
が
国
の
通
説

は
ド
イ
ッ
民
訴
法
の
よ
う
に
訴
の
取
下
の
場
合
に
原
告
に
訴
訟
費
用
を
負
担
さ
せ
る
旨
の
規
定
が
な
い
こ
と
や
本
案
判
決
後
の
再
訴
禁
止
効
を
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駄
）

め
た
規
定
（
日
本
民
訴
法
二
三
七
条
二
項
）
の
存
在
か
ら
、
ド
イ
ッ
で
の
こ
の
種
の
間
題
は
日
本
で
は
必
要
な
い
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

訴
の
取
下
と
い
う
制
度
は
す
で
に
昔
か
ら
の
制
度
で
そ
の
効
果
は
法
律
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
既
に
み
た
よ
う
に
こ
の
制

度
自
体
固
定
的
に
考
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
訴
の
取
下
の
も
つ
制
度
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
面
を
こ
の
制
度
で
カ
バ
！
で
き
る
余
地
は
あ
る
。

　
　
　
西
ド
イ
ッ
民
訴
法
九
一
条
a
の
両
当
察
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
九
　
　
（
一
八
二
三
）



　
　
　
西
ド
イ
ッ
民
堺
法
九
一
条
a
の
爾
当
寓
著
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
〇
　
　
（
一
八
二
四
）

例
え
ば
、
本
案
判
決
後
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
全
面
的
再
訴
禁
止
効
と
訴
訟
係
属
消
滅
が
遡
及
し
な
い
こ
と
は
訴
の
取
下
の
も
た
な
い
効
果
で

あ
る
。
も
つ
と
も
ド
イ
ッ
で
は
再
訴
可
能
と
す
る
説
が
多
数
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
私
は
再
訴
禁
止
す
べ
き
と
考
え
る
訳
で
こ
の
点
は

既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
点
で
ド
イ
ッ
で
の
全
面
的
再
訴
可
能
と
す
る
説
に
組
す
れ
ば
、
わ
が
国
で
は
本
制
度
膿
訴
の
取
下
と
異
な
つ
た
効

果
を
も
つ
制
度
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
訴
の
取
下
で
カ
バ
ー
で
き
る
と
す
る
考
え
に
立
つ
場
合
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
被
告
が
あ

く
ま
で
も
訴
の
取
下
に
同
意
し
な
い
場
合
は
全
て
こ
の
種
の
問
題
は
請
求
棄
却
と
し
て
処
理
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
）

一
当
事
者
に
よ
る
終
了
宣
言
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
訴
の
取
下
に
よ
つ
て
カ
パ
ー
で
き
な
い
面
を
は
つ
き
り
と
も
つ
て
い
る
と
思
う
。

　
確
か
に
一
当
事
者
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
き
検
討
し
て
み
な
い
と
最
終
的
な
日
本
法
上
の
評
価
は
で
な
い
と
思
う
が
本
制
度
を
当
事
者
処

分
権
主
義
の
拡
充
と
紛
争
解
決
機
能
の
充
実
と
い
う
こ
と
に
連
る
も
の
と
評
価
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
従
つ
て
本
制
度
に
つ
い
て
通
説
と
は

異
な
り
、
私
は
積
極
的
に
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
5
3
）
O
暑
霧
騨
ざ
勲
勲
◎
‘
¢
8
㎝
F
一
ミ
は
他
の
手
続
法
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　
（
謎
）
　
前
注
6
及
び
石
川
論
文
（
前
注
8
）
二
〇
頁
以
下
参
照
。

　
（
5
5
）
拙
稿
法
学
研
究
四
九
巻
三
号
一
一
二
頁
参
照
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
非
常
に
譲
論
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
既
に
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
別
の
機
会
に
論
じ
る
つ
も
り
で

　
　
あ
る
。


